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河川工学の泰斗が、日本人の伝統的な自然観に迫りつつ、今日頻発する水害の実
態と今後の治水のあり方について論じ、ローカルな自然に根ざした自然観の再生
と川との共生を展望する。大熊河川工学集大成の書。
―大熊孝。1942年台湾に生まれる。東京大学大学院工学系研究科博士課程修了。工学博士。新潟大学名誉教授。主な著書に
『利根川治水の変遷と水害』（東京大学出版会）、『洪水と治水の河川史』（平凡社）、『川がつくった川、人がつくった川』
（ポプラ社）、『技術にも自治がある』（農文協）などがある。
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■土木学会出版文化賞受賞・篠原修著『河川工学者三代は川をどう見てきたのか』
増刷予約を承ります！

本書発行とともに、長らく品切れ状態となっていた、篠原修著『河川工学者三代は川をどう見てきたのか 
――安藝皎一、高橋裕、大熊孝と近代河川行政一五〇年』を増刷いたします。 
『河川工学者三代は川をどう見てきたのか』は、平成 30 年度土木学会出版文化賞を受賞しました。「3 人
の河川工学者の評伝という形を取りながら、近代河川行政が様々な議論を経て今日に至っている歴史を、
詳細かつ分かりやすくまとめた近代河川行政史であり、河川工学をはじめ国土について学ぶ者にとって
有用な書籍として土木工学の発展に寄与するもの」（学会ホームページより）と高く評価されました。 
増刷予約注文いただける方は、本体価格 3500 円＋送料実費でお届けします（税および送金手数料サービ
ス）。あわせて申し込みください。 

2020 年４月発行予定 予約注文受付中！ 



■まえがきより（抜粋） 
………私は、「河川工学」、「河川史」を専門として、水害をできるかぎり軽減させること、 
そして水辺での「人と自然の共生」を目的に長く教育・研究生活を送り、学生を育て、市民とともに実践活動を行ない、 
それなりに書物も著わし、水害対策や川と人との関係性についてさまざまな提言を行なってきた。 
しかし、それが実際にはほとんど役に立っていないことを、近年思い知らされている。何故こうなってしまったのか？ 
 
………その原因には、人々の暮らしや生業が地域の自然と深くかかわるなかで育まれてきた「民衆の自然観」というべき 
ものが、近代化とともに国家運営のための自然観へと変貌し、「民衆の自然観」が消失してきたことがあるように思われる。 
その「国家の自然観」を支えたものが、明治時代以降に輸入された近代的科学技術であった。 
 
………西洋近代科学技術文明はヨーロッパの長い歴史の上に築かれ、自然と共生する側面も有する奥行きの深いもの 
であると考えるが、日本の場合、その表層だけが「近代科学技術文明」として輸入され、明治時代以降の殖産興業、 
富国強兵、経済成長に中央集権的に活用され、自然を支配し、その恵みを収奪してきたのである。 
 
………現在のように通信・交通手段が発達し、あらゆるものがグローバル化した時代において世界の国々と伍して 
競争をしていくためには、中央集権的な「国家の自然観」が必要であることは理解できる。 
だが、その「国家の自然観」を押し通すことになると、民衆にさらなる犠牲を強いることになるだろう。 
少しでも「民衆の自然観」に配慮することで、その犠牲を緩和することはできるはずである。 
 
………本書ではまず、もともと日本人が自然に対してもっていた自然観、すなわち「民衆の自然観」がどのような 
ものであり、それが明治時代の近代化以降、「国家の自然観」のもとでどう変質していったのかを眺めてみたい。 
また、近年の水害、特に21世紀に入ってからの水害で問題なのは、床上浸水で寝たきり老人が逃げられずに 
そのまま溺死することである。無防備に開発された沖積平野での悲惨な水害の実態を見たうえで、 
今後の治水のあり方について、堤防強化を中心に論じてみたい。 
そして最後に、現在私が住んでいる新潟において、どのような「都市の自然観」が構築できるのかを探ることとする。 
 
………ただ私はいわゆる理系の土木技術者にすぎず、哲学者や科学史家、技術史家のような論理展開はできない。 
私が実際に川や水辺でかかわってきた事例を中心にしながら、どこに問題があったのかを述べていくしかない。 
こんな私からの提言が今の世の中を変える力にはなりようもないと思うが、ここに書くことが若い人にとって 
これから生きていく希望のよすがになればと考えている。 
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